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Trusted Webの今後の活動

Trusted Webの実現に向けた３つの活動ポイント
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１．機能・課題の洗い出し、構想のブラッシュアップ

２．内外での仲間づくり

３．国際標準化に向けた基礎固め



Trusted Webの今後の活動

〇 ホワイトペーパーVer.2.0への改定 （本年６月頃を目途）

③潜在的な産業界ニーズの掘り起こし

②ユースケースベースでの検証

１．機能・課題の洗い出し、構想のブラッシュアップ

①プロトタイプ開発

機能・課題の洗い出し

・ 「個人」の属性情報のやりとり
・ 「法人」と行政庁とのデータのやりとり
・ 「モノ」の価値訴求につながるデータのやりとり

（サプライチェーンにおける化学物質関連データのやりとり）
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＜これまでの取組＞

＜今後のアクション＞



Trusted Webの今後の活動

〇 Trusted Web共同開発支援事業（補正予算）

２．内外での仲間づくり
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＜これまでの取組＞

＜今後のアクション＞

 内外関係各方面との意見交換

 理解を深めていただくためのプロトタイプづくり、ユースケース検討

 本日のイベント

・Trusted Webの４つの機能のうち３つの機能に関する課題を有するユースケース
について、ユーザー企業、ソリューション提供企業とのコラボレーションによるプロジェク
トを10件程度募集。
・5～６月目途に募集、プロジェクト期間は採択後４～5か月を予定。

〇 関心のある方々が集えるコミュニティ組成につながるサイトの立ち上げなど



デジタル庁 補正予算（令和３年度）
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Trusted Webの今後の活動

〇 国際標準化に向けた戦略づくり、ネットワーク組成

３．国際標準化に向けた基礎固め
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＜今後のアクション＞

 ホワイトペーパーVer.2.0によるさらなる構想のブラッシュアップ

 今年度のユースケースに加え、補正予算によるさらなるユースケースの拡充

 内外、産・学・官とのコラボレーション探求

＜これまで・今後の取組＞



Trusted Web：2030年に向けた中期的な道筋（イメージ）
2021FY

①プロトタイプの作成
(個人属性情報)

2022FY 2023FY 2030FY

②ユースケースベース
での検証

（３つのユースケース）

③潜在的な産業ニーズの
見える化

プロトタイプの機能追加等
（GitHub）

更なるユースケースの
追加・検討

企業・エンジニアコミュニティの
裾野拡大

国際標準化に向けた
基礎固め

普及に向けたインセンティブ付けの
仕掛けの検討

インセンティブ付けの仕掛けの検
討（行政での試行等？）

国際標準化機関への働きかけ

＜達成目標＞
• シンプルながらも動くものを作る
•機能・ガバナンス等の深堀り
•国際標準化に向けた基礎固め

2025FY

各分野での実装・普及 ウェブ全体での実装

・・・

・・・

・・・

・・・

ホワイトペーパー
の改定

（６月目途）
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実証事業（補正） ・・・

・・・

諸外国との連携（民間、アカデミア、政府）

各分野での実装・普及
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Trusted Web： お問い合わせ先 7

〇 お問い合わせ先

Trusted Webについてご質問、ご意見等ございましたら、以下の連絡先まで、ご連絡ください。
内閣官房 デジタル市場競争本部事務局
メール： g.digital2.v3u@cas.go.jp

ご清聴、ありがとうございました。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

